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出発の季節出発の季節
言葉の持つ ふしぎな響き たとえば・・・出発 何という明るい匂いだろう
出発という心打つ言葉に いつでも明るさを持たせたい さわやかな喜びと光を担わせたい
未知なるもの に向かう道を 四月 あなたが出発する わたしも 花を求めて出発する
目立たぬ草木にも 春は花を恵むのだ （詩人 宮澤章二著 行為の意味より引用）

一斉休校、様々な活動の自粛と今まで私たちが経験したことのない1ヶ月。この期間は、自分自
身をじっくり振り返えったり、普段、当たり前にしてきたことの大切さに気づいたりと、そんな時
間を作ってくれました。
４月。新たに始まる生活への期待、新しい友との出会い。外は桜が舞い、とても春らしいのに、

何ともいえない重苦しい日が続いています。こんな時だからこそ、笑顔と喜びをもって新年度をス
タートしましょう。

ONE TEAM
日本中に感動と希望をもたら

し、こんなすばらしいスポーツ
があったのかと楽しませ、世界
の多くの人々を熱くしたラグビ
ーワールドカップ2019。数々の
熱戦、名勝負と共に日本代表の
象徴ともいえる言葉「ONE TEAM」。
日本代表を率いるジェイミー・ジョセフヘ

ッドコーチが掲げたスローガン。「出身地、
文化、様々な生まれや背景が違っても目標に
向かって一致団結し、その違いを乗り越えて
一つになる。結束したチームを作る。」こん
な思いが込められている。
ラグビーにはメンバーそれぞれに役割があ

る。チームのためにひたすら耐えながらスク
ラムを組む役割の選手、パスを回して華麗な
ステップ踏んで走り抜け、トライして得点す
る役割の選手、トライ後のゴールキックを決
める選手もいる。ラグビー選手にとって得点
はトライやキックした選手だけのものではな
く、みんなが協力して、チームで手に入れた
ものという思いが強いという。
「ONE TEAM」。この言葉はスポーツだけ

に限らない。入園や入学、進級など様々な場
所での新たな出会いがあり、またそこにチー
ムが形成される。そこには一人一人の個性が
あり、素晴らしい力が溢れている。互いを認
め、思いやり、支え合い、それぞれがよさを
発揮して、どんな時でも、明るく充実した毎
日になることを願っている。

「自分は大丈夫」「自分さえよければ」と考え
ている人たちの言動がニュースで報じられてい
る。非常に残念に思う。
今こそ、「ONE TEAM」精神でこの困難を

乗り越えなければと思う。

力をたくわえる
東京オリンピックが来年の7月23日～8月8

日に延期された。このオリンピックに人生の
全てをかけてきたであろうアスリート達の無

念さは計り知れない。
延期についての選手達のコメントを目にし

た。柔道男子73キロ級代表大野将平選手は「決
められた試合日に向け、最高のパフォーマンス
ができるように覚悟を持って準備をするだけで
す。自分でコントロールできないことにエネル
ギーを注ぐよりも、今できる練習をひたむきに
行いたい」と語った。不満を口にする選手は一
人もおらず、謙虚に現状を素直に受け止め、次
の一歩を踏み出そうとする前向きなものであっ
た。選手達のコメントは私たちを勇気づけると
ともにどんな状況でも1日1日を大切に過ごし積
み重ねることの大切さを教えてくれた。

松下幸之助氏著書「道をひらく」の一篇「時
を待つ心」にこんな言葉がある。

「悪いときがすぎれば、よいと
きは必ず来る。あせらずあわて
ず、静かに時の来るのを待つ。
時を待つ心は、春を待つ桜の姿
といえよう。だが何もせずに待
つことは僥倖（ぎょうこう：偶然に得る幸運）を待つに等しい。
春を待つ桜は、一瞬の休みもなく、力をたくわ
えている。大自然の恵みを心から信じ、時の来
るのを信じて、着々と我が力をたくわえるがよ
い。時は必ず来る。時期は必ず来る。静かに時
を待つ人には暖かい光を注ぐのである」と。

今、私たちは厳しいチャレンジに直面してい
ます。しかし、時は同じように過ぎていきます。
やらなければならないこと、今だからこそでき
ることに挑戦し、来たるタイミングで最高の力
が発揮できるように今、この時を大切に過ごし
てほしいと思います。

大人たちと同様に子どもたちも先が見えず、不安と
ストレスを抱えて毎日を過ごしています。これらの解
消のための第一歩はコミュニケーションを取ることだ
そうです。私たち大人がほんのちょっと何かを変えて、
子どもたちと一緒に過ごしていく必要があるようです。
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いよいよ新年度、子供が安心して新生活をスタートできるよう、家庭・学校・地域で力を合

わせ、生活環境を整えていきましょう。

警察と学校のパイプ役である山梨県警察スクールサポーターは、平成19年から活動しています。

12警察署の他に、少年･女性安全対策課に４名配属されており、合計1６名です。

主に、①少年の非行防止及び立ち直り支援活動 ②学校等における子供の安全確保 ③非行・犯

罪被害防止教育の支援 ④地域安全情報等の把握及び提供等の活動を行います。

具体的には、学校訪問による生徒指導支援、不審者侵入対応訓練、児童・生徒及び教職員対象の

防犯講話、教職員等との街頭補導活動、校舎内外の不審者・不審物発見活動等を行っています。

学校現場からは「悩みを相談できる」、関係機関からは「情報提供が地域の見守り

活動のきっかけになった」等の声が寄せられています。今後も学校、地域、警察と

の連携強化を図りながら、子供が安心して生活できる環境づくりを目指して活動し

ていきますので、御協力をお願いいたします。

非行、交友、学校問題等、少年の悩みや困りごとについて、少年補

導職員や警察官が必要な助言・指導を行っています。少年自身はも

ちろん、保護者の方からの相談も受け付けています。

☎ ０５５－２３５－４４４４

受付時間 月～金曜日 午前８：３０～午後５：００

全国地域安全運動等に使用する

「ポスター」「標語」
「青パト活動状況の写真」
を募集しています！締切：6月３日（水）

詳しくは山梨県防犯協会のホームページをご覧く

ださい。http://bouhanyamanashi.sakura.ne.jp/

甲府市丸の内二丁目14番13号

公益財団法人 山梨県防犯協会

電 話 0 5 5 - 2 3 5 - 0 1 1 0

① 通学路の点検を！

休日等を利用し、危険
箇所や子供110番の家など
を親子で確認しましょう。

③ 良好な人間関係を！

嫌がらせ、悪口を言わない、
メール等に絶対書かない。
部活動・学校行事等に積極的

に取り組ませ、学級、学年、地
域の中で良好な人間関係が築け
るようサポートしましょう。

⑤ 交通ルールを守る！

○歩行中・自転車乗車中の
交通事故防止（自転車は、
安全利用五則の周知徹底）

○後部座席を含めた全ての
座席のシートベルトとチ
ャイルドシートの正しい
着用の徹底

○二輪車の交通事故防止② サイバー犯罪に注意！

携帯･スマートフォン等
におけるフィルタリング
の設定をはじめ、家庭で
しっかりとルールを決め
ましょう。

④ 危機管理の徹底を！

学校では、不審者及び地震・
災害等の危機管理体制づくりと
関係機関との連携体制の確立を。
家庭･地域では、避難場所の確

認や家族の集合場所の確認を。
手洗いなどに努め、三つの密

を避けましょう。

http://bouhanyamanashi.sakura.ne.jp/

